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IIJテクノロジーがストレージサービスの基盤に
性能を重視し、ブロケードのFCスイッチを採用

IIJグループの一角を占める株式会

社アイアイジェイテクノロジー（IIJ-

Tech）は、情報流通の総合インテ

グレーションサービスの一環として

インターネット・データセンター

（iDC）の運営を行っている企業で

す。現在、センターが置かれている

のは、札幌、仙台、東京（2カ所）、

横浜、名古屋、京都、大阪、福岡の

8拠点9カ所。契約を結んでいる顧客

企業は70社以上、貸し出し中のラッ

ク数は500以上、現在の総ストレー

ジ容量は9TBのiDCです。

IIJ-TechのiDCでは、アウトソーシ

ング型のシステム・インテグレーシ

ョン（SI）サービスであるiBPS

（Internet Business Processing Service）

をメインのサービスと位置付けてい

ます。このSIサービスには、決済、

物流、顧客関係管理（CRM）など

の機能がコンポーネントとして含ま

れていますので、インターネット・

ビジネスを始めたい顧客企業は、そ

の中から必要なものを選んで組み合

わせるだけでOKです。自社で一か

ら開発するのに比べて、時間もコス

トも大幅に削減できるという利点が

あります。

このiBPSを支える重要なシステム・

プラットフォームの1つとしてIIJ-

Techが提供しているのが、データ・

マネージメント・サービスです。こ

の付加価値サービスは、顧客企業へ

大容量のストレージ・システムを貸

し出しているだけでなく、バックア

ップ、復元、世代管理などのデータ

運用管理もIIJ-Tech側で行うという

ものです。

データ・マネージメント・サービス

用のストレージ・システムの構築に

あたって、IIJ-TechではSANにブロ

ケードコミュニケーションズシステ

ムズのファイバー・チャネル（FC）

スイッチを選びました。採用の決め

手となったのは、ファイバー・チャ

ネル・スイッチの１Gbit/sパフォー

マンス、システム拡張にも柔軟に対

応できるスケーラビリティー、マル

チベンダーでも接続が可能な接続性

です。導入後は目立ったトラブルも

なく、基幹データベースの格納先と

して、24時間365日、無停止での運

用が続けられています。

FCスイッチ導入により

高速なバックアップを実現

�

IIJ-TechのiDCへのSAN導入計画は、

1999年の暮れにスタートしました。

多くの顧客企業の利用に供するスト

レージ・システムであることから、

IIJ-Techでは最初からSANを選択す

ることにしました。「ファイバー・

　

日本有数のシステムインテグレーターである株式会社アイアイジェイテク

ノロジー（IIJ-Tech）では、ブロケードコミュニケーションズシステムズ

のFCスイッチを採用したSANストレージ・システムにデータ運用管理サ

ービスを付加し、顧客企業に提供しています。

●技術的課題：

高速・高品質なストレージにデータ

運用管理サービスも付加したデータ・

マネージメント・サービスをiDCの顧

客企業に提供すること。

�

●ソリューション：

4台のSilkWorm2800（16ポート）、2

台のSilkWorm2400（8ポート）を装

備し、HP、EMCのハイエンド・ディ

スク・アレイ、DLTテープライブラ

リと共に構築されたストレージ・エ

リア・ネットワーク

�

●成果：

・基幹データベースの格納先となる

　高速大容量のストレージ・システ

　ムを実現

・高速なスピードを実現

・24時間365日の無停止運用を実現

概　要
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チャネル・スイッチによるSANが存在しな

ければ、このような付加価値サービスを提供

することは不可能だった」とiBPSシステム

の構築を担当したアウトソーシングサービス

部　次長の成田雅和氏は説明しています。

導入先として選ばれたのは、導入顧客数とス

トレージ容量が特に大きい東京と横浜の2セ

ン タ ー で す 。 東 京 セ ン タ ー に は 2 台 の

SilkWorm 2800と2台のSilkWorm 2400を使

用しストレージ・エリア・ネットワークを構

築。センター内のサーバー群と日本ヒューレ

ット・パッカード（HP）のハイエンド・デ

ィスク・アレイXP256の間を接続しています。

横浜センターでは、EMC製ディスク・アレ

イ（Symmetrics）との接続に2基のSilkWorm 

2800（16ポート）が使われています。

iBPSのデータ・マネージメント・サービス

でのデータ保全は、ミラーリングとバックア

ップの二重の仕組みによって実現されていま

す。ミラーリングはハイエンド・ディスク・

アレイの機能を使い、ディスク筐体内でオリ

ジナルディスクと同一の内容がコピーディス

クへ保持されています。また、iBPSのサー

ビスでは毎日1回のバックアップが標準サー

ビスとして提供されています。このバックア

ップでは、ハイエンド・ディスク・アレイ内

でミラーリングの設定がされているオリジナ

ルディスクとコピーディスクを一時的に切り

離すことができ、切り離したディスクだけを

使ってバックアップを取得するというゼロダ

ウンタイムというソリューションが実現され

ています。

基幹DBの高性能・高信頼ストレージは

信頼性の高さでSANによって構成

�

iDCでは顧客企業の要望に応じてコンピュー

ター環境を用意する必要があることから、

IIJ-TechのセンターにはSANで構成された高

性能・高信頼ストレージだけでなく、ネット

ワーク・アタッチト・ストレージ（NAS）で

構成されたストレージ・システムも用意され

ています。どちらのストレージ・システムを

　

使うかは顧客企業が自由に選べるようになっ

ていますが、業務アプリケーションをシステ

ム設計の工程から受注した場合、IIJ-Techで

は次のような基準に従って使い分けを決めて

います。

・基幹データベースはSAN

・単純な共有ファイルはNAS

パフォーマンスや信頼性を重視しなければな

らないデータベースにはSANが適しているの

がその理由です。

iDCという仕事がら、ストレージ・システム

に対してIIJ-Techは高い信頼性を要求してい

ます。すでに行われているネットワークのサ

ービス品質保証（SLA）（バックボーンの平均

往復遅延時間が30ミリ秒以下）と同様、スト

レージ・システムについても2003年度には

SLAを提示する予定で、現在はその基礎デー

タを収集しています。すでに分かっているの

は、同じディスク・アレイでもFCスイッチ

経由のSANとして使う場合とNASとして使

う場合では信頼性に差があることで、可用性

はSANの方が高く、サービス提供不能時間（ダ

ウンタイム）で比較すると5～10倍の差にな

ってしまいます。基幹業務システムともなれ

ば1分間の停止でも業務に与える影響は重大

ですから、基幹データベースはSANに格納す

るというIIJ-Techの方針は的を得たものと言

えましょう。

顧客企業数やデータ容量が今後さらに増加し

ていくことは明らかなので、IIJ-TechではFC

スイッチのポート数の追加を検討しています。

しかし、「データセンタービジネスはコスト

スペースが鍵」と前出の成田氏が言われるよ

うに顧客企業に貸し出せるスペースを少しで

も広く取っておきたいため、FCスイッチの

単純な増設による解決は望んでいません。「そ

うしたニーズにも答えられるように、ブロケ

ードから高速で多ポート構成が可能なスイッ

チ製品がリリースされるそうなので期待して

います」と成田氏は述べています。


